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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】自動的に又はユーザによる要求に応じて、ユー
ザの周辺環境の照明状態のフィードバックを提供する。
【解決手段】環境２００内に配置された照明装置２１４
ａ～ｃを操作する方法は、１又は複数の感知装置を使用
して一つの環境に対応する照明データを取得することを
含む。１又は複数の感知装置は、プロセッサと通信可能
に接続され、照明装置は、環境内に配置される。この方
法は、プロセッサにより、照明データから環境の照明状
態を判定すること、１又は複数の感知装置を使用して、
環境内の１又は複数の個人の存在に対応する存在データ
を取得すること、プロセッサにより、存在データから環
境内に存在する個人の数を判定すること、且つ、環境の
照明状態並びに環境内にいる登録された個人及び１又は
複数の追加的な個人の両方の存在に基づいて照明装置を
起動するために、プロセッサにより、照明装置により受
信可能な起動信号を生成することと、をさらに含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つの環境内に配置された照明装置を操作する方法であって、
　１又は複数の感知装置を使用して一つの環境に対応する照明データを取得することであ
って、前記１又は複数の感知装置はプロセッサと通信可能に接続されており、
　前記プロセッサにより、前記照明データから前記環境の照明状態を判定すること、
　前記１又は複数の感知装置を使用して、前記環境内にいる１又は複数の個人の存在に対
応する存在データを取得すること、
　前記プロセッサにより、前記存在データから前記環境内に存在する個人の数を判定する
こと、且つ、
　前記環境の前記照明状態並びに前記環境内にいる登録された個人及び１又は複数の追加
的な個人の両方の存在に基づいて照明装置を起動するために、前記プロセッサにより、前
記環境内に存在する前記照明装置により受信可能な起動信号を生成することと、を含む方
法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、少なくとも１つの感知装置は、前記照明データを取得
するように構成された視覚センサを含む、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記視覚センサは、前記環境内の１又は複数の個人の
前記存在に関する前記存在データを取得するように構成され、前記存在データは、前記１
又は複数の個人の画像を有する、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、少なくとも１つの感知装置は、前記環境に関する前記
存在データを受信するように構成されたマイクロフォンを有し、前記存在データは、前記
環境内の１又は複数の個人の前記存在に関する聴覚データを有する、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、前記環境の前記照明状態は、暗い照明状態又は明るい
照明状態を有し、前記環境の前記暗い照明状態及び前記明るい照明状態は、照明閾値によ
り区別される、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、前記環境の前記照明状態が前記暗い照明状態を有し、
且つ、２又は複数の個人が前記環境内に存在する場合、前記照明装置により受信可能な前
記起動信号は、前記照明装置をオン状態に起動するように構成されている、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、前記環境内に存在する前記個人が前記登録された個人
のみである場合、前記照明装置により受信可能な前記起動信号は、前記照明装置をオフ状
態に起動するように構成されている、方法。
【請求項８】
　照明装置を操作するためのシステムであって、前記システムは、一つの環境内に配置さ
れた照明装置及び視覚補助装置を有し、
　前記視覚補助装置は、
　　１又は複数のプロセッサと通信可能に接続される１又は複数の感知装置であって、少
なくとも１つの感知装置は、前記環境に対応する照明データ及び前記環境内の１又は複数
の個人の存在に対応する存在データを取得する、感知装置と、
　　前記１又は複数のプロセッサと通信可能に接続される１又は複数のメモリモジュール
と、
　　前記１又は複数のメモリモジュール内に記憶される機械可読命令であって、前記１又
は複数のプロセッサにより実行されたとき、前記１又は複数のプロセッサに、
　　　前記環境に対応する前記照明データであって、前記１又は複数の感知装置により取
得される照明データを受信させ、
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　　　前記照明データに基づいて、前記環境の照明状態を判定させ、
　　　前記１又は複数の感知装置により取得される存在データを取得させ、
　　　前記存在データに基づいて、前記環境内に存在する個人の数を判定させ、且つ、
　　　前記環境の前記照明状態並びに前記環境内にいる前記視覚補助装置と関連する登録
された個人及び１又は複数の追加的な個人の両方の存在に基づいて前記照明装置を起動す
るために、前記照明装置により受信可能な起動信号を生成させる、
　　機械可読命令と、
　を有する、システム。
【請求項９】
　請求項８に記載のシステムであって、前記環境の前記照明状態は、暗い照明状態又は明
るい照明状態を有し、前記環境の前記暗い照明状態及び前記明るい照明状態は、照明閾値
により区別される、システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のシステムであって、前記環境の前記照明状態が前記暗い照明状態を有
し、且つ、２又は複数の個人が前記環境内に存在する場合、前記起動信号は、前記照明装
置をオン状態に起動するために前記照明装置により受信可能である、システム。
【請求項１１】
　請求項９に記載のシステムであって、前記１又は複数のプロセッサは、前記照明状態を
、１又は複数のメモリモジュールの照明嗜好ライブラリに記憶される１又は複数の照明嗜
好と比較し、且つ、前記１又は複数の照明嗜好に基づいて、前記照明装置を起動するため
に前記照明装置により受信可能な起動信号を生成する、システム。
【請求項１２】
　請求項８に記載のシステムであって、前記視覚補助装置は、ユーザ入力装置をさらに有
する、システム。
【請求項１３】
　請求項８に記載のシステムであって、少なくとも１つの感知装置は、照明データを取得
するように構成された視覚センサを有する、システム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のシステムであって、前記視覚センサは、前記環境内の１又は複数の
個人の前記存在に関する前記存在データを取得するように構成された前記視覚センサであ
り、前記存在データは、１又は複数の個人の画像を有する、システム。
【請求項１５】
　請求項８に記載のシステムであって、少なくとも１つのセンサは、前記環境に関する前
記存在データを受信するように構成されたマイクロフォンを有し、前記存在データは、前
記環境内の１又は複数の個人の前記存在に関する聴覚データを有する、システム。
【請求項１６】
　請求項８に記載のシステムであって、１又は複数のプロセッサに通信可能に接続され、
且つ、前記環境の前記照明状態に対応するフィードバックを提供するように構成された１
又は複数のフィードバック装置をさらに有する、システム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のシステムであって、少なくとも１つのフィードバック装置は、聴覚
装置又は感触フィードバック装置を有する、システム。
【請求項１８】
　照明装置を操作するためのシステムであって、
　一つの環境内に配置された照明装置であって、オン状態及びオフ状態の間で起動可能で
ある前記照明装置と、ウェアラブル視覚補助装置と、を有し、
　ウェアラブル視覚補助装置は、
　　前記環境に対応する照明データを取得するための照明センサであって、前記１又は複
数のプロセッサに通信可能に接続される前記視覚センサと、
　　前記環境に対応する聴覚データを取得するためのマイクロフォンであって、前記１又
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は複数のプロセッサに通信可能に接続される前記マイクロフォンと、
　　前記１又は複数のプロセッサに通信可能に接続される１又は複数のメモリモジュール
と、
　　前記１又は複数のメモリモジュール内に記憶される機械可読命令であって、前記１又
は複数のプロセッサにより実行されるとき、前記１又は複数のプロセッサに、
　　　前記視覚センサにより取得される照明データを受信させ、
　　　暗い照明状態又は明るい照明状態を有する前記照明状態であって、前記照明データ
に基づいて、前記環境の照明状態を判定させ、
　　　前記マイクロフォンにより取得される聴覚データを受信させ、
　　　前記聴覚データに基づいて、前記環境内に存在する個人の数を判定させ、且つ、
　　　前記環境が前記暗い照明状態であり且つ登録された個人及び１又は複数の追加的な
個人の両方が前記環境内に存在する場合、前記照明装置を前記オン状態に起動するために
、前記照明装置により受信可能な起動信号を生成させる、
　　機械可読命令と、
　を有する、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムであって、前記１又は複数のプロセッサに通信可能に接続
され、前記環境の前記照明状態に対応するフィードバックを提供するように構成された１
又は複数のフィードバック装置をさらに有する、システム。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のシステムであって、少なくとも１のフィードバック装置は、聴覚装
置又は感触フィードバック装置を有する、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載の実施形態は、概して、目の見えない人即ち視覚障害者を補助するため
のシステム及び方法に関し、特に、一つの環境での照明状態に基づいて照明制御及びフィ
ードバックを目の見えない人即ち視覚障害者に提供するためのシステム及び方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　目の見えない人即ち視覚障害者は、彼らの環境内の照明状態を判断することが困難かも
しれない。ある照明スイッチは、壁又は他の場所から突き出て、物理的に起動可能であり
、感触に基づいて照明装置がオン又はオフか否かを目の見えない人即ち視覚障害者に判断
させる。しかしながら、ある照明システムは、照明状況に関する感触情報をユーザに提供
しない。さらに、視覚障害者が独りであるとき、彼又は彼女は、照明装置がオン又はオフ
か否かを気にしないかもしれないが、第２の個人が存在するとき、視覚障害者は、環境を
照らすために照明装置をオンにしたいかもしれない。
【０００３】
　結果として、目の見えない人即ち視覚障害者のために照明補助システムのニーズが存在
し、照明補助システムは、自動的に又はユーザによる要求に応じて、ユーザの周辺環境の
照明状態に関してフィードバックを提供する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態において、一つの環境内に配置された照明装置を操作する方法は、１又は複
数の感知装置を使用して一つの環境に対応する照明データを取得すること、プロセッサに
より、照明データから環境の照明状態を判定すること、１又は複数の感知装置を使用して
、環境内にいる１又は複数の個人の存在に対応する存在データを取得することと、を含む
。この方法は、プロセッサにより、存在データから環境内に存在する個人の数を判定する
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こと、且つ、環境の照明状態並びに環境内にいる登録された個人（登録個人）及び１又は
複数の追加的な個人の両方の存在に基づいて照明装置を起動するために、プロセッサによ
り、環境内に存在する照明装置により受信可能な起動信号を生成することと、をさらに含
む。
【０００５】
　別の実施形態において、照明装置を操作するためのシステムは、一つの環境内に配置さ
れた照明装置及び１又は複数のプロセッサと通信可能に接続される１又は複数の感知装置
を含む視覚補助装置を有する。また、視覚補助装置は、環境に対応する照明データ及び環
境内の１又は複数の個人の存在に対応する存在データを取得する、少なくとも１つの感知
装置と、１又は複数のプロセッサと通信可能に接続される１又は複数のメモリモジュール
と、１又は複数のメモリモジュール内に記憶される機械可読命令であって、１又は複数の
プロセッサにより実行されたとき、１又は複数のプロセッサに、環境に対応する照明デー
タであって、１又は複数の感知装置により取得される照明データを受信させ、照明データ
に基づいて、環境の照明状態を判定させ、１又は複数の感知装置により取得される存在デ
ータを取得させ、存在データに基づいて、環境内に存在する個人の数を判定させ、且つ、
環境の照明状態並びに環境内にいる視覚補助装置と関連する登録個人及び１又は複数の追
加的な個人の両方の存在に基づいて照明装置を起動するために、照明装置により受信可能
な起動信号を生成させる、機械可読命令と、を有する。
【０００６】
　さらに別の実施形態において、照明装置を操作するためのシステムは、一つの環境内に
配置された照明装置を有する。照明装置は、オン状態及びオフ状態の間で起動可能である
。このシステムは、環境に対応する照明データを取得するための視覚センサを有するウェ
アラブル視覚補助装置をさらに含む。視覚センサは、１又は複数のプロセッサに通信可能
に接続される。ウェアラブル視覚補助装置は、環境に対応する聴覚データを取得するため
のマイクロフォンをさらに含む。マイクロフォンは、１又は複数のプロセッサに通信可能
に接続される。ウェアラブル視覚補助装置は、１又は複数のプロセッサに通信可能に接続
される１又は複数のメモリモジュールと、１又は複数のメモリモジュール内に記憶される
機械可読命令であって、１又は複数のプロセッサにより実行されるとき、１又は複数のプ
ロセッサに、視覚センサにより取得される照明データを受信させ、照明データに基づいて
、環境の照明状態を判定させる、機械可読命令と、をさらに含む。照明状態は、暗い照明
状態又は明るい照明状態を有する。さらに、１又は複数のプロセッサは、マイクロフォン
により取得される聴覚データを受信し、聴覚データに基づいて、環境内に存在する個人の
数を判定し、且つ、環境が暗い照明状態であり且つ登録個人及び１又は複数の追加的な個
人の両方が環境内に存在する場合、照明装置をオン状態に起動するために、照明装置によ
り受信可能な起動信号を生成する。
【０００７】
　本開示の実施形態により提供されたこれらの及び追加的な特徴は、図面とともに、以下
の詳細な説明を参照することでより完全に理解される。
【０００８】
　図中に示される実施形態は、本質的に説明のためであり、典型例であって、本開示に限
定することを意図するわけではない。以下の説明のための実施形態の詳細な説明は、同様
の構成を同様の参照番号を用いて示す、以下の図面と併せて読むことによって理解され得
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本明細書に示し且つ記載する１又は複数の実施形態に従って、様々なセンサ及び
電気コンポーネントを含む照明補助システムの一例を概略的に描く図。
【図２】本明細書に示し及び記載する１又は複数の実施形態に従って、環境が明るい照明
状態にあり且つ照明装置がオフ状態にある場合における、照明装置を有する前記の環境内
に配置された照明補助システムを概略的に描く図。
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【図３】本明細書に示し且つ記載する１又は複数の実施形態に従って、環境が暗い照明状
態にあり且つ照明装置がオフ状態にある場合における、図２の照明補助システム環境の例
を概略的に描く図。
【図４】本明細書に示し且つ記載する１又は複数の実施形態に従って、環境が明るい照明
状態にあり且つ照明装置がオン状態にある場合における、図２の照明補助システム及び環
境を概略的に描く図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書に開示する実施形態は、登録個人の１若しくは複数の照明嗜好に基づいて又は
ユーザ入力に応じて、登録個人（例えば、視覚障害者）の周辺の環境（例えば、部屋、オ
フィス等）に配置された１又は複数の照明装置を操作するための方法及びシステムを含む
。動作中、照明補助システムは、１又は複数の感知装置を使用して照明データを取得して
もよく、且つ、照明データに基づいて環境の照明状態を判定してもよい。また、照明補助
システムは、環境内にいる１又は複数の個人の存在に関する存在データを取得してもよい
。いくつかの実施形態において、照明補助システムは、環境内の照明状態及び存在する個
人の数を１又は複数の照明嗜好と比較してもよく、且つ、登録個人の１又は複数の照明嗜
好に基づいて１又は複数の照明装置を起動してもよい。さらに、照明補助システムは、１
又は複数のフィードバック装置を使用して照明状態に関するフィードバックを登録個人に
提供してもよい。
【００１１】
　図１を参照すると、照明補助システム１００の一例の構成要素が概略的に表されている
。照明補助システム１００の一例は、１又は複数のプロセッサ１０２及び１又は複数のメ
モリモジュール１０６を有する。１又は複数のプロセッサ１０２は、例えば、１又は複数
のメモリモジュール１０６から、情報を受信し且つ機械可読命令を実行するように構成さ
れた任意の処理コンポーネントであってもよい。結果として、１又は複数のプロセッサ１
０２のそれぞれは、コントローラ、集積回路、マイクロチップ、コンピュータ又は任意の
他のコンピュータ装置であってもよい。１又は複数のプロセッサ１０２は、照明補助シス
テム１００の様々な構成要素間での信号相互接続を提供する通信パス１０４と接続される
。結果として、通信パス１０４は、任意の数のプロセッサ１０２を互いに通信可能に接続
してもよく、通信パス１０４と接続されるモジュールを、分散コンピューティング環境内
で動作可能にしてもよい。特に、各構成要素は、データを送信及び／又は受信し得るノー
ドとして動作してもよい。本明細書で使用されるように、「通信可能に接続される」とは
、接続される複数の構成要素が相互にデータ信号を交換可能であることを意味する。例え
ば、導電性媒体を介する電気的信号、空中を介する電磁的信号、光導波路を介する光学的
信号等である。
【００１２】
　結果として、通信パス１０４は、例えば、導電性ワイヤ、導電性トレース、光導波路等
のように、信号を送信可能な任意の媒体から形成されてもよい。いくつかの実施形態にお
いて、通信パス１０４は、例えば、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ等のように、無線信号
の送信を容易にさせてもよい。さらに、通信パス１０４は、信号を送信可能な複数の媒体
の組合せから形成されてもよい。一実施形態において、通信パス１０４は、導電性トレー
ス、導電性ワイヤ、コネクタ及びバスの組合せを有し、その組合せは、プロセッサ、メモ
リ、センサ、入力装置、出力装置及び通信装置のような構成要素に対して、電気的データ
信号の送信を許可するために協働する。結果として、通信パス１０４は、例えば、ＬＩＮ
バス、ＣＡＮバス、ＶＡＮバス等のような移動機械用バスを有してもよい。なお、追加的
に、用語「信号」とは、例えば、ＤＣ、ＡＣ、正弦波、三角波、方形波、振動等の媒体を
介して伝搬可能な（例えば、電気的、光学的、磁気的、機械的又は電磁的）波形を意味す
る。
【００１３】
　１又は複数のメモリモジュール１０６は、機械可読命令が１又は複数のプロセッサ１０
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２によりアクセスされることができるように、通信パス１０４と接続され、且つ、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、ハードドライブ又は機械可読命令を記憶可能な任意の装置
を有してもよい。機械可読命令は、任意の世代（例えば、１ＧＬ、２ＧＬ、３ＧＬ、４Ｇ
Ｌ又は５ＧＬ）の任意のプログラミング言語で書かれたロジック又はアルゴリズムを有し
てもよい。任意のプログラミング言語は、例えば、プロセッサにより直接実行される機械
言語、又は、コンパイルされ又は機械可読命令にアセンブルされ且つ１又は複数のメモリ
モジュール１０６に記憶されてもよいアセンブリ言語、オブジェクト指向プログラミング
（ＯＯＰ）、スクリプト言語、マイクロコード等である。或いは、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）構成又はＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）を介して実装
されたロジック等のハードウェア記述言語（ＨＤＬ）によって、機械可読命令が書かれて
もよい。結果として、本明細書で記載する方法は、事前にプログラムされたハードウェア
要素として、又は、ハードウェア及びソフトウェアコンポーネントの組合せとして、いか
なる従来のコンピュータプログラミング言語で実装されてもよい。
【００１４】
　また、図１を参照すると、照明補助システム１００は、ネットワーク１３０をさらに有
する。一実施形態において、ネットワーク１３０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ技術を用いるパ
ーソナルエリアネットワークである。他の実施形態において、ネットワーク１３０は、コ
ンピュータネットワーク（例えば、パーソナルエリアネットワーク、ローカルエリアネッ
トワーク又は広域ネットワーク）、セルラーネットワーク、衛星ネットワーク及び／又は
全地球測位システム（ＧＰＳ）及びこれらの組合せを１又は複数含めてもよい。結果とし
て、照明補助システム１００の構成要素は、ワイヤを介して、広域ネットワークを介して
、ローカルエリアネットワークを介して、パーソナルエリアネットワークを介して、セル
ラーネットワークを介して、衛星ネットワークを介して等、ネットワーク１３０と通信可
能に接続されることができる。適切なローカルエリアネットワークは、例えば、ＩｒＤＡ
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ワイヤレスＵＳＢ、Ｚ－Ｗａｖｅ、ＺｉｇＢｅｅ及び／又は他の
近距離通信プロトコルのように、有線イーサネット及び／又は無線技術を含めてもよい。
同様に、適切なパーソナルエリアネットワークは、例えば、ＵＳＢ及びＦｉｒｅＷｉｒｅ
のように、有線コンピュータバスを含めてもよい。適切なセルラーネットワークは、ＬＴ
Ｅ、ＷｉＭＡＸ、ＵＭＴＳ、ＣＤＭＡ及びＧＳＭのような技術を含むが、これらに限定さ
れない。追加的に、ネットワーク１３０は、照明補助システム１００の構成要素を、視覚
補助装置１４０（図２～４）、１又は複数の照明コントローラ２１２、照明装置２１４ａ
～２１４ｃ、及び／又は、１又は複数の照明システム２１０（図２～４）の照明スイッチ
２１５ａ～２１５ｃに対して通信可能に接続するために使用されてもよい。
【００１５】
　また、照明補助システム１００は、ネットワークインタフェースハードウェア１１６を
含めてもよい。ネットワークインタフェースハードウェア１１６は、通信パス１０４と通
信可能に接続されてもよく、且つ、ネットワークを介してデータを送信及び／又は受信可
能な任意の装置であってもよい。結果として、ネットワークインタフェースハードウェア
１１６は、任意の有線又は無線通信を送信及び／又は受信するための通信トランシーバを
含めてもよい。例えば、ネットワークインタフェースハードウェア１１６は、アンテナ、
モデム、ＬＡＮポート、ＷｉＦｉカード、ＷｉＭａｘカード、モバイル通信ハードウェア
、近距離通信ハードウェア、衛星通信ハードウェア、及び／又は、他のネットワーク及び
／又は装置と通信する任意の有線又は無線ハードウェアを含めてもよい。一実施形態にお
いて、ネットワークインタフェースハードウェア１１６は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線通信
プロトコルに従って動作するように構成されたハードウェアを有する。別の実施形態では
、ネットワークインタフェースハードウェア１１６は、視覚補助装置１４０（図２～４）
及び照明システム２１０（図２～４）に／からＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を送信／受信する
ためにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ送信／受信モジュールを含めてもよい。また、いくつかの実施
形態において、視覚補助装置１４０は、例えば、登録個人１７０（例えば、視覚障害のあ
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るユーザ）に装着され、及び、第２視覚補助装置１４０’（図３）は、例えば、第２個人
１８０により装着される。さらに、ネットワークインタフェースハードウェア１１６及び
ネットワークの両方は、照明補助システム１００の構成要素を、例えば、携帯電話、ウェ
アラブルコンピュータ機器、パーソナルコンピュータ機器、ＩｏＴ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　
ｏｆ　Ｔｈｉｎｇｓ）機器等の追加的な電子機器と通信可能に接続するために使用されて
もよい。
【００１６】
　図示された照明補助システム１００は、登録個人が存在する環境（例えば、部屋、オフ
ィス等）の視覚データを取得する視覚センサ１１８をさらに含む。いくつかの実施形態に
おいて、視覚データは照明データを有してもよく、この照明データは、例えば、環境２０
０の照明状態の表示である、環境２００（図２～４）の照明レベルであってもよい。いく
つかの実施形態において、視覚データは、環境２００内の１又は複数の個人の存在に対応
する存在データを含む。いくつかの実施形態では、視覚センサ１１８は、視覚補助装置１
４０の中又は上に配置されてもよい。或いは、視覚センサ１１８は、別の場所に配置され
、且つ、視覚補助装置１４０と通信可能に接続されてもよい。視覚センサ１１８は、例え
ば、カメラ、光センサ、電荷結合素子イメージセンサ又はＣＭＯＳ（相補型金属酸化膜半
導体）センサのように、紫外線波長帯域、可視光線波長帯域又は赤外線波長帯域における
放射を検出可能な任意の装置として構成されてもよい。視覚センサ１１８がカメラとして
構成されるとき、カメラは、任意の解像度を有してもよく、且つ、全方向カメラ又はパノ
ラマカメラであってもよい。いくつかの実施形態において、ミラー、魚眼レンズ又は任意
の他のレンズのような１又は複数の光学系コンポーネントは、カメラと光学的に接続され
てもよい。いくつかの実施形態は、複数の視覚センサ１１８を含めてもよい。さらに、視
覚センサ１１８は、図１に描かれるように、通信パス１０４が視覚センサ１１８を照明補
助システム１００の他のモジュールと通信可能に接続するように、通信パス１０４と接続
されてもよい。
【００１７】
　図１に描かれるように、照明補助システム１００は、マイクロフォン１３８をさらに有
する。マイクロフォン１３８は、音声と関連する機械振動を、音声を表す電気信号に変換
可能な任意の装置であってもよい。いくつかの実施形態において、マイクロフォン１３８
は、視覚補助装置１４０の中又は上に配置されてもよい。マイクロフォン１３８は、メニ
ュー、入力設定及び嗜好（例えば、照明嗜好）等を案内するように、タスクを実行するた
めのユーザ入力装置１６０として使用されてもよい。また、マイクロフォン１３８は、例
えば、１又は複数の個人により生成された音（例えば、スピーチ、足音、ドアの開閉に関
連する音等）を受信することにより、１又は複数の個人（例えば、登録個人１７０、第２
個人１８０、他の複数の個人）の存在に対応する存在データを取得するために使用されて
もよい。いくつかの実施形態は、マイクロフォン１３８を含めなくてもよいことを理解さ
れるべきである。さらに、マイクロフォン１３８は、マイクロフォン１３８が照明補助シ
ステム１００の他のモジュールと通信可能に接続されてもよいように、通信パス１０４と
接続されてもよい。
【００１８】
　照明補助システム１００は、通信パス１０４が１又は複数の聴覚装置１２０を照明補助
システム１００の他のモジュールと通信可能に接続するように、通信パス１０４と接続さ
れる１又は複数の聴覚装置１２０をさらに有してもよい。いくつかの実施形態において、
１又は複数の聴覚装置１２０は、視覚補助装置１４０の中又は上に配置されてもよい。し
かしながら、他の実施形態において、照明補助システム１００は、１又は複数の聴覚装置
１２０を含めなくてもよいことを理解すべきである。１又は複数の聴覚装置１２０は、照
明補助システム１００から可聴信号にデータ信号を変換する。いくつかの実施形態におい
て、１又は複数の聴覚装置１２０は、例えば、アラーム、音声メッセージ等のように、環
境２００の照明状態に関する可聴情報を提供するように構成されてもよい。いくつかの実
施形態において、１又は複数の聴覚装置１２０は、例えば、登録個人１７０、第２個人１
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８０等の１又は複数の個人により聴くことができる聴覚メッセージを作成するために、プ
ロセッサ１０２から（例えば、増幅器、ドライバ、デジタルアナログ変換器等のような他
のハードウェアから、直接的又は間接的に）聴覚信号を受信可能なスピーカーとして構成
されてもよい。いくつかの実施形態において、１又は複数の聴覚装置１２０は、第１スピ
ーカー及び第２スピーカーを含み、聴覚メッセージは、ステレオで提供される。いくつか
の実施形態において、１又は複数の聴覚装置１２０は、ヘッドフォン、イヤホン等を含め
てもよい。
【００１９】
　再び図１を参照すると、照明補助システム１００は、通信パス１０４が近接センサ１２
２を照明補助システム１００の他の構成要素と通信可能に接続してもよいように、通信パ
ス１０４と接続される1又は複数の近接センサ１２２をさらに有してもよい。いくつかの
実施形態において、１又は複数の近接センサ１２２は、視覚補助装置１４０の中又は上に
配置されてもよい。近接センサ１２２は、環境２００内に存在する１又は複数の個人の存
在及び／又は近接を示す近接信号を出力可能な任意の装置であってもよく、例えば、登録
個人１７０（図２～４）に同伴する第２個人１８０の存在である。いくつかの実施形態に
おいて、近接センサ１２２は、レーザスキャナ、静電容量センサ、ドップラー効果センサ
、渦電流センサ、超音波センサ、磁気センサ、光学センサ、レーザーセンサ、ソナーセン
サ等を含めてもよい。いくつかの実施形態は、近接センサ１２２を含めなくてもよい。
【００２０】
　照明補助システム１００は、通信パス１０４と接続される１又は複数の感触フィードバ
ック装置１２６をさらに有してもよく、１又は複数のプロセッサ１０２と通信可能に接続
されている。いくつかの実施形態において、感触フィードバック装置１２６は、視覚補助
装置１４０の中又は上に配置されてもよい。１又は複数の感触フィードバック装置１２６
のそれぞれは、登録個人１７０に対する感触フィードバックを提供可能な任意の装置であ
ってもよい。１又は複数の感触フィードバック装置１２６は、（例えば、感触フィードバ
ックが振動を介して配信される実施形態では）振動装置、（例えば、感触フィードバック
が空気の吹き付けを介して配信される実施形態では）エアブロー装置、又は、（例えば、
感触フィードバックが発生した圧力を介して配信される実施形態では）圧力発生装置を含
めてもよい。いくつかの実施形態において、１又は複数の感触フィードバック装置１２６
を含めなくてもよい。
【００２１】
　追加的に、照明補助システム１００は、登録個人１７０に照明補助システム１００の構
成要素と通信可能にさせるように構成された１又は複数のユーザ入力装置１６０を有して
もよい。１又は複数のユーザ入力装置１６０は、例えば、キーボード、ボタン、スイッチ
、ノブ、タッチセンサー式パッド、マイクロフォン（例えば、マイクロフォン１３８）等
のように、ユーザ入力（例えば、接触）を通信パス１０４を介してデータ信号に変換可能
な任意の装置であってもよい。いくつかの実施形態において、１又は複数のユーザ入力装
置１６０は、電源ボタン、音量ボタン、起動ボタン、スクロールボタン等を含めてもよい
。１又は複数のユーザ入力装置１６０は、照明嗜好又は設定をプログラミングする、コマ
ンドを提供する、照明補助システム１００（例えば、視覚補助装置１４０）に対してフィ
ードバックを提供する、メニューを案内する、複数の選択肢をつくる、及び、本明細書に
記載の他の機能のように、複数のタスクを遂行するために登録個人１７０により使用され
てもよい。いくつかの実施形態において、ユーザ入力装置１６０は、視覚補助装置１４０
の中又は上に配置されてもよい。いくつかの実施形態において、ユーザ入力装置１６０は
、個別の電子機器に配置されてもよい。例えば、視覚補助装置１４０は、ユーザ入力装置
１６０として動作する携帯電話、パーソナルコンピュータ等に通信可能に接続されてもよ
い。いくつかの実施形態は、１又は複数のユーザ入力装置１６０を含めなくてもよいこと
を理解すべきである。
【００２２】
　さらに、照明補助システム１００の構成要素が図１中に分離して描かれているが、照明
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補助システム１００の構成要素の一部又は全ては、図２～４に描かれるように、視覚補助
装置１４０の中又は上に配置されてもよい。視覚補助装置１４０は、任意の設定がなされ
てもよい。いくつかの実施形態において、視覚補助装置１４０は、登録個人１７０により
装着されるように構成されてもよく、これにより、彼又は彼女が視覚補助装置１４０を操
作するために個人の両手が自由に使える。例えば、視覚補助装置１４０は、登録個人１７
０の首の周りに装着されることを意図してネックレス形状を有してもよく、登録個人１７
０の首から胸及び／又は背中に沿って下方に伸びる部分を含めてもよい。代替的実施形態
において、視覚補助装置１４０は、眼鏡として構成されてもよい。
【００２３】
　視覚補助装置１４０は、例えば、照明データ（例えば、環境２００の照明レベルに関す
るデータ）及び存在データ（例えば、環境内にいる１又は複数の個人の存在に関するデー
タ、例えば、環境内に存在する個人の数）のように、環境２００に関する情報を取得する
ように構成された視覚センサ１１８、マイクロフォン１３８及び／又は近接センサ１２２
のように、１又は複数の感知装置を含めてもよい。さらに、視覚補助装置１４０は、例え
ば、環境２００の照明状態及び／又は環境２００内に配置された１又は複数の照明装置２
１４ａ～２１４ｃの状態に関するフィードバックのように、登録個人１７０にフィードバ
ックを提供するように構成された、例えば、聴覚装置１２０及び／又は感触フィードバッ
ク装置１２６のような１又は複数のフィードバック装置を含めてもよい。視覚補助装置１
４０は、図２～４に示すものとは異なって構成されてもよく、視覚補助装置１４０は、他
の実施形態において異なる形及びサイズをなしてもよいことを理解すべきである。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、視覚補助装置１４０内に組み込まれない照明補助システ
ム１００の構成要素は、視覚補助装置１４０と通信してもよい。例えば、照明補助システ
ム１００の構成要素は、携帯電話、ウェアラブルコンピュータ機器、パーソナルコンピュ
ータ機器等の中又は上に配置されてもよい。さらに、視覚補助装置１４０は、本明細書に
記載の構成要素が通信可能に接続される１又は複数のモジュール内に配置されてもよいよ
うに構成された複数のモジュラー装置を有してもよい。
【００２５】
　また、図２～４を参照すると、照明補助システム１００は、照明状態を有する環境２０
０内に概略的に描かれる。図示された実施形態において、環境２００は、屋内環境（例え
ば、登録個人１７０の家、登録個人１７０の職場等）である。また、環境２００は、屋外
環境（例、中庭、ドライブウェイ等）であってもよい。いくつかの実施形態において、照
明状態は、照度、例えば、環境２００に存在する光束の量（例えば、ルーメン）により定
義されてもよく、例えば、１又は複数の視覚センサ１１８により受信可能な光束の量であ
る。照明システム２１０が環境２００内に配置されているとき、動作中、照明状態は、環
境２００を照らす自然光の量並びに照明システム２１０の存在及び動作により影響されて
もよい。
【００２６】
　図２～４に描かれる環境２００において、登録個人１７０及び第２個人１８０は存在す
る。登録個人１７０は、視覚補助装置１４０のユーザである。いくつかの実施形態におい
て、登録個人１７０は、例えば、環境２００の照明状態に対応する照明システム２１０の
制御に関する嗜好並びに聴覚及び感触フィードバックに関する嗜好のように、様々な嗜好
を用いて視覚補助装置１４０をプログラムしてもよい。前述のとおり、登録個人１７０は
、視覚障害者であってもよい。第２個人１８０は、環境２００にいる登録個人１７０に同
伴する個人である。第２個人１８０は、視覚障害のある又は視覚可能な個人であってもよ
い。また、図３に示すように、第２個人１８０は、視覚補助装置（例えば、視覚補助装置
１４０’）を有してもよい。個人の数は任意であると考えられることを理解すべきである
。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、照明状態は、明るい照明状態２０２（図２及び４）又は
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暗い照明状態２０４（図３）を有してもよい。明るい照明状態２０２及び暗い照明状態２
０４は、明るい照明状態２０２の環境２００は特定の照度を超える（又は、と等しい）及
び暗い照明状態２０４の環境２００は下回る（又は、と等しい）と定義する照明閾値によ
り区別されてもよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、照明閾値は、ユーザ入力装置１６０を使用して、登録個
人１７０により設定されてもよい。一例として、登録個人１７０は、視覚センサ１１８を
様々な照度に感光させ、且つ、ユーザ入力装置１６０を使用して選択可能な照明閾値とし
て、これらの様々な照度をプログラムしてもよい。別の例として、登録個人１７０は、ユ
ーザ入力装置１６０を使用して選択可能な照明閾値として、特定の照度を入力してもよい
。１又は複数のメモリモジュール１０６は、１又は複数の選択可能な照明閾値を記憶して
もよい。さらに、いくつかの実施形態において、環境２００の照明状態は、例えば、明る
い照明状態２０２及び暗い照明状態２０４の照明閾値の間の追加的な照明閾値により区別
される１又は複数の薄暗い照明状態のように、追加的な照明状態に区別されてもよい。
【００２９】
　図２～４に描くように、照明システム２１０は、環境２００内に配置される。照明シス
テム２１０の例では、１又は複数の照明装置２１４ａ～２１４ｃ、１又は複数の照明スイ
ッチ２１５ａ～２１５ｃ及び１又は複数の照明コントローラ２１２を含む。いくつかの実
施形態において、照明コントローラ２１２は、照明補助システム１００の構成要素、照明
装置２１４ａ～２１４ｃ及び／又は照明スイッチ２１５ａ～２１５ｃの間で通信を容易に
するために視覚補助装置１４０と通信する。或いは、照明装置２１４ａ～２１４ｃ及び／
又は照明スイッチ２１５ａ～２１５ｃは、照明補助システム１００の構成要素と直接通信
するように構成されてもよい。３つの照明装置２１４ａ～２１４ｃ及び／又は３つの照明
スイッチ２１５ａ～２１５ｃが示される一方で、照明装置２１４及び照明スイッチ２１５
の数及び種類は任意であると考えられることを理解すべきである。いくつかの実施形態に
おいて、照明装置２１４ａ～２１４ｃは、（図２及び３に描かれる）オフ状態２１６及び
（図４に描かれる）オン状態２１８の間で起動可能である。いくつかの実施形態において
、オン状態２１８にある照明装置２１４ａ～２１４ｃの照度は、例えば、調光可能なよう
に、可変であってもよい。さらに、照明装置２１４ａ～２１４ｃは、様々な色に出力して
もよい。
【００３０】
　１又は複数の照明コントローラ２１２は、照明装置２１４ａ～２１４ｃ及び照明スイッ
チ２１５ａ～２１５ｃを制御可能な任意の装置であってもよい。いくつかの実施形態にお
いて、各照明装置２１４ａ～２１４ｃ及び／又は各照明スイッチ２１５ａ～２１５ｃは、
個別の照明コントローラ２１２を有してもよい。他の実施形態において、図２～４に描か
れるように、照明コントローラ２１２は、環境２００内の各照明装置２１４ａ～２１４ｃ
及び／又は各照明スイッチ２１５ａ～２１５ｃを電気的に制御するように構成された中央
照明コントローラを含めてもよい。動作中、照明コントローラ２１２は以下のようにして
視覚補助装置１４０と（例えば、無線で）通信してもよい。即ち、視覚補助装置１４０が
、各照明装置２１４ａ～２１４ｃの状態（例えば、オフ状態２１６又はオン状態２１８）
に関する信号を照明コントローラ２１２から受信し、且つ、自動的に又は視覚補助装置１
４０から（例えば、登録個人１７０から）の要求に応じて照明装置２１４ａ～２１４ｃを
制御するために、照明コントローラ２１２に起動信号を提供し得るように、視覚補助装置
１４０と通信してもよい。いくつかの実施形態において、照明コントローラ２１２は、例
えば、スマートホームシステム等のビルディング・オートメーション・システムに統合さ
れてもよい。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、照明補助システム１００は、様々な嗜好を含む照明嗜好
ライブラリ１２５を含めてもよい。照明嗜好ライブラリ１２５は、１又は複数のメモリモ
ジュール１０６に記憶されてもよく、環境２００の照明状態、環境２００内の１又は複数
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の個人（例えば、登録個人１７０、第２個人１８０等）の存在、及び／又は、時刻、電力
使用に関する規制、照明技術のような他の要因に基づいて、様々な照明システム２１０の
望ましい動作及び／又はフィードバック装置の望ましい動作を含む。いくつかの実施形態
において、照明嗜好ライブラリ１２５は、デフォルトの照明嗜好及び選択的、選択可能な
照明嗜好を含む。いくつかの実施形態において、登録個人１７０は、ユーザ入力装置１６
０を使用して照明嗜好を選択してもよい。さらに、照明嗜好ライブラリ１２５は、例えば
、登録個人１７０は、ユーザ入力装置１６０を使用して、追加的な照明嗜好を照明嗜好ラ
イブラリ１２５に入力してもよいように、カスタマイズ可能であってもよい。
【００３２】
　照明嗜好ライブラリ１２５は、プロセッサ１０２、ネットワークインタフェースハード
ウェア１１６及びネットワーク１３０と通信可能に接続されてもよい。プロセッサ１０２
（例えば、視覚補助装置１４０内に配置されたプロセッサ１０２）は、１又は複数の照明
装置２１４ａ～２１４ｃ（例えば、照明コントローラ２１２により受信可能な起動信号）
により受信可能な起動信号を生成してもよく、且つ、１又は複数のフィードバック装置（
例えば、聴覚装置１２０及び／又は感触フィードバック装置１２６）により受信可能な起
動信号を生成してもよい。さらに、いくつかの実施形態は、照明嗜好ライブラリ１２５を
含めなくてもよいことを理解すべきである。
【００３３】
　再び図１～４を参照すると、１又は複数の照明装置２１４ａ～２１４ｃを操作する及び
環境２００の照明状態に対応するフィードバックを提供する方法が説明される。この方法
は、機械可読命令内にロジックを実装してもよく、照明補助システム１００の１又は複数
のプロセッサ１０２により実行されるとき、照明装置２１４ａ～２１４ｃを起動するため
の起動信号を生成し、且つ、いくつかの実施形態において、１又は複数のフィードバック
装置を起動するための起動信号を生成する。なお、この方法は、特定の順序に従って詳述
されるが、本開示の追加的な実施形態は、いかなる特定の順序に限定されるわけではない
。
【００３４】
　追加的に、照明補助システム１００は、視覚障害のある個人、例えば登録個人１７０を
補助して、聴覚又は感触フィードバックを与えることにより、登録個人１７０の周囲の環
境２００の照明状態を理解させることができる。また、登録個人１７０が環境２００（図
２～４）に入ると、照明補助システム１００は、登録個人１７０の照明嗜好に基づき照明
システム２１０を自動的に制御してもよい。例えば、視覚障害がある登録個人１７０は、
通常のタスクを実行するために明るい照明状態２０２を必要としないかもしれない一方で
、登録個人１７０は、視覚障害がない個人（例えば、第２個人１８０）が共に存在すると
き、環境２００（例えば、明るい照明状態２０２）を照らしたいかもしれない。
【００３５】
　動作中、照明補助システム１００は、例えば、視覚センサ１１８を使用することにより
、照明コントローラ２１２と通信することにより、及び／又は、照明補助システム１００
と別に配置された他の感知装置と通信することにより、環境２００に関する照明データを
取得してもよい。取得される照明データは、１又は複数の視覚センサ１１８により受信し
た環境２００の照明レベル、例えば、光束の量（例えば、ルーメン）を有してもよい。ま
た、照明システム２１０を有する実施形態において、取得される照明データは、１又は複
数の照明装置２１４ａ～２１４ｃの状態（例えば、オン状態２１８又はオフ状態２１６）
を含めてもよい。いくつかの実施形態において、照明補助システム１００は、ユーザ入力
装置１６０により受信された入力に対する照明データを取得してもよい。いくつかの実施
形態において、照明補助システム１００は、連続的に照明データを取得してもよい。さら
に、照明データは、例えば、照明嗜好ライブラリ１２５の照明嗜好との比較のために、１
又は複数のメモリモジュール１０６内に一時的に又は永久的に記憶されてもよい。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、照明補助システム１００は、取得した照明データに基づ
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いて、環境２００の照明状態を判定してもよい。例えば、一旦、照明補助システム１００
が環境２００の照明レベルを有する照明データを取得すると、照明補助システム１００は
、この照明レベルを照明閾値（例えば、照明嗜好ライブラリ１２５に記憶される照明閾値
）と比較し、且つ、環境２００が明るい照明状態２０２、暗い照明状態２０４又は他の照
明状態のいずれかであるかを判定してもよい。さらに、照明システム２１０を有する実施
形態において、照明補助システム１００は、取得した照明データに基づいて任意の照明装
置２１４ａ～２１４ｃが、適切に機能しているか否かを判定してもよい。例えば、任意の
照明装置２１４ａ～２１４ｃの電球が切れているか否かを判定する。いくつかの実施形態
において、個人の照明装置２１４ａ～２１４ｃが切れているか否かを判定するために、照
明補助システム１００は、照明装置２１４ａ～２１４ｃにより起動信号を受信可能に生成
してもよい。個々の照明装置２１４ａ～２１４ｃが、オン状態２１８で光を一度も出力し
ない場合、照明補助システム１００は、個々の照明装置２１４ａ～２１４ｃが切れている
と判定してもよい。
【００３７】
　また、照明補助システム１００は、自動的に又は受信したユーザ入力に応じて、登録個
人１７０に環境２００の照明状態に応じてフィードバックを提供してもよい。例えば、１
又は複数のプロセッサ１０２は、照明嗜好ライブラリ１２５内に記憶される照明嗜好に基
づいて、フィードバック装置を起動するための起動信号を生成してもよい。フィードバッ
クは、聴覚、感触、視覚及び／又は触覚フィードバックを有してもよい。例えば、照明補
助システム１００は、１又は複数の聴覚装置１２０を使用して、視覚補助装置１４０の聴
覚フィードバックを提供してもよい。聴覚フィードバックは、環境２００の照明状態（例
えば、暗い照明状態２０４、明るい照明状態２０２等）、１又は複数の照明装置２１４ａ
～２１４ｃのオン状態２１８又はオフ状態２１６、及び／又は、１又は複数の照明装置２
１４ａ～２１４ｃの動作可能性（例えば、照明装置２１４ａ～２１４ｃの任意の電球が切
れているか否か）に関して情報を有してもよい。例えば、１又は複数の聴覚装置１２０は
、「玄関の照明状態は暗いです。」「オフィスの照明状態は明るいです。」「リビングル
ームの全ての照明装置はオンです。」「リビングルームにある２つの照明装置はオンで、
リビングルームにある１つの照明装置はオフです。」等と発する音声フィードバックを出
力してもよい。
【００３８】
　追加的に、いくつかの実施形態において、照明補助システム１００は、例えば、視覚補
助装置１４０内に埋め込まれた又は上に配置された１又は複数の感触フィードバック装置
１２６を使用して、環境２００内の照明状態に応じて、感触及び／又は触覚フィードバッ
クを提供してもよい。感触及び／又は感触フィードバックは、振動、圧力、空気の吹き付
け等を有してもよい。感触フィードバックは、環境２００の照明状態（例えば、明るい照
明状態２０２、暗い照明状態２０４等）、照明装置２１４ａ～２１４ｃの状態（例えば、
オフ状態２１６、オン状態２１８）、及び／又は、１又は複数の照明装置２１４ａ～２１
４ｃの動作可能性（例えば、照明装置２１４ａ～２１４ｃの任意の電球が切れているか否
か）の表示をしてもよい。
【００３９】
　次に、照明補助システム１００は、照明補助システム１００の１又は複数の感知装置、
例えば、視覚センサ１１８、近接センサ１２２、マイクロフォン１３８等を使用して、存
在データを取得してもよい。さらに、存在データは、照明補助システム１００とは別個に
配置された感知装置又は照明補助システム１００に通信可能に接続される他の電子機器と
通信することにより取得されてもよい。例えば、第２個人１８０は、彼又は彼女の存在又
は予定されている存在を照明補助システム１００と通信するために、携帯装置を使用して
もよい。例えば、第２個人１８０は、照明補助システム１００に存在データを提供するた
めに、「到着しました。」「１０分以内に到着します。」等を発して、メッセージ（例え
ば、テキストメッセージ）を照明補助システム１００に送信してもよい。動作中、存在デ
ータは、環境２００内に存在する個人の数を判定するために、照明補助システム１００に
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より使用されてもよい。いくつかの実施形態において、照明補助システム１００は、ユー
ザ入力装置１６０により受信された入力に応じて存在データを取得してもよい。いくつか
の実施形態において、照明補助システム１００は、連続的に存在データを取得してもよい
。さらに、存在データは、例えば、照明嗜好ライブラリ１２５の照明嗜好との比較のため
、１又は複数のメモリモジュール１０６内に一時的に又は永久的に記憶されてもよい。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、登録個人１７０及び第２個人１８０のそれぞれが環境内
に存在する場合、照明補助システム１００は、視覚補助装置１４０’と通信することによ
り及び／又は視覚センサ１１８を使用して視覚補助装置１４０’の存在を判定することに
より、第２個人１８０が視覚補助装置１４０’を有する（例えば、図３に示すように、視
覚補助装置１４０’を装着している）か否かを判定してもよい。第２個人１８０が視覚補
助装置１４０’を有する場合、照明補助システム１００は、第２個人１８０も同様に視覚
障害者であると判定してもよい。いくつかの実施形態において、照明嗜好ライブラリ１２
５は、第２個人１８０も同様に視覚障害者であるときのために、照明嗜好を有してもよい
。図３に示すように、第２個人１８０が存在し且つ視覚補助装置１４０’を有している場
合、例えば、照明補助システム１００は、照明装置２１４ａ～２１４ｃをオン状態２１８
に起動しなくてもよい。
【００４１】
　さらに、照明システム２１０と通信可能に接続される照明補助システム１００における
実施形態では、例えば、感触入力をユーザ入力装置１６０に提供することにより及び／又
は聴覚入力をマイクロフォン１３８に提供することにより、登録個人１７０が照明システ
ム２１０の操作を制御してもよい。動作中、登録個人１７０は、環境２００の照明状態及
び照明システム２１０の状態に関するフィードバックを受信してもよく、それに応じて登
録個人１７０は、オフ状態２１６及びオン状態２１８の間の照明装置２１４ａ～２１４ｃ
を起動するために入力を与えてもよい。オン状態２１８が可変である実施形態において、
登録個人１７０は、特に所望する照明レベルに関して入力を与えてもよい。さらに、複数
の照明装置２１４ａ～２１４ｃを有する実施形態において、登録個人１７０は、各照明装
置２１４ａ～２１４ｃを個別に起動するための入力を与えてもよい。
【００４２】
　再び図１～４を参照すると、照明補助システム１００が照明システム２１０に通信可能
に接続されるとき、照明補助システム１００は、１又は複数の照明嗜好、例えば照明嗜好
ライブラリ１２５に記憶された照明嗜好に基づいて、照明システム２１０により受信可能
な起動信号を自動的に生成してもよい。動作中、１又は複数のプロセッサ１０２は、環境
２００の照明状態及び環境２００内に存在する個人の数を照明嗜好ライブラリ１２５の照
明嗜好と比較してもよい。次に、照明補助システム１００は、環境２００の照明状態、環
境２００内に存在する個人の数及び／又は他の照明嗜好に基づいて、照明装置２１４を起
動するために、照明コントローラ２１２、１又は複数の照明装置２１４ａ～２１４ｃ、及
び／又は、１又は複数の照明スイッチ２１５ａ～２１５ｃにより受信可能な起動信号を生
成してもよい。
【００４３】
　照明嗜好の一例は、環境２００が暗い照明状態２０４であり、且つ、唯一１人の個人（
例えば、登録個人１７０）が環境２００に存在する場合、照明装置２１４ａ～２１４ｃを
オフ状態２１６に起動するための起動信号を生成することを含む。照明設定の別の例では
、図４に示すように、環境２００が暗い照明状態２０４であり、且つ、２人又はそれ以上
の個人（例えば、登録個人１７０及び第２個人１８０）が環境２００内に存在する場合、
照明装置２１４ａ～２１４ｃをオン状態２１８に起動するための起動信号を生成すること
を含む。照明設定の別の例では、１日のうちのある時間（例えば、就労時間の間、例、午
前９時から午後５時）の間に照明装置２１４ａ～２１４ｃをオン状態２１８に起動するた
めの起動信号を生成すること、及び、１日のうちの他の時間（例えば、就労時間以外の間
、例、午後５時から午前９時）の間に照明装置２１４ａ～２１４ｃをオフ状態２１６に起
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【００４４】
　本明細書に記載される実施形態は、例えば、視覚障害のあるユーザのように、登録個人
の１又は複数の照明嗜好に基づいて、ユーザ入力に応じて又は自動的に、環境内に配置さ
れた１又は複数の照明装置を起動するための照明補助システムを含む。動作中、照明補助
システムは、１又は複数の感知装置を使用して照明データ及び／又は存在データを取得し
てもよく、且つ、照明データに基づいて環境の照明状態を判定してもよく、且つ、存在デ
ータに基づいて環境内に存在する個人の数を判定してもよい。さらに、照明補助システム
は、照明状態及び／又は環境内に存在する個人の数を１又は複数の照明嗜好と比較するこ
とにより、且つ、１又は複数の照明嗜好に基づいて１又は複数の照明装置を起動すること
により、登録個人の周囲にある照明装置の制御をカスタマイズ可能に提供してもよい。さ
らに、照明補助システムは、環境の照明状態に関して登録個人に対してフィードバックを
提供してもよい。
【００４５】
　特定の実施形態が本明細書に説明され且つ記載されたが、特許権を主張する対象の精神
及び内容の範囲を逸脱することなく、様々な他の変更及び変形がなされることを理解すべ
きである。さらに、特許権を主張する対象事項の様々な態様が本明細書に記載されてきた
が、それらの態様は、組合わせて使用されることを要しない。したがって、添付の特許請
求の範囲は、特許権を主張する対象の範囲内での変更及び変形を全て網羅することを意図
する。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月24日(2016.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つの環境内に配置された照明装置を操作する方法であって、
　１又は複数の感知装置を使用して一つの環境に対応する照明データを取得することであ
って、前記１又は複数の感知装置はプロセッサと通信可能に接続されており、
　前記プロセッサにより、前記照明データから前記環境の照明状態を判定すること、
　前記１又は複数の感知装置を使用して、前記環境内にいる１又は複数の個人の存在に対
応する存在データを取得すること、
　前記プロセッサにより、前記存在データから前記環境内に存在する個人の数を判定する
こと、且つ、
　前記環境の前記照明状態並びに前記環境内にいる登録された個人及び１又は複数の追加
的な個人の両方の存在に基づいて照明装置を起動するために、前記プロセッサにより、前
記環境内に存在する前記照明装置により受信可能な起動信号を生成することと、を含む方
法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、少なくとも１つの感知装置は、前記照明データを取得
するように構成された視覚センサを含み、
　前記視覚センサは、前記環境内の１又は複数の個人の前記存在に関する前記存在データ
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を取得するように構成され、且つ、
　前記存在データは、前記１又は複数の個人の画像を有する、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、少なくとも１つの感知装置は、前記環境に関する前記
存在データを受信するように構成されたマイクロフォンを有し、前記存在データは、前記
環境内の１又は複数の個人の前記存在に関する聴覚データを有する、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記環境の前記照明状態は、暗い照明状態又は明るい
照明状態を有し、前記環境の前記暗い照明状態及び前記明るい照明状態は、照明閾値によ
り区別される、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記環境の前記照明状態が前記暗い照明状態を有し、
且つ、２又は複数の個人が前記環境内に存在する場合、前記照明装置により受信可能な前
記起動信号は、前記照明装置をオン状態に起動するように構成されている、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記環境内に存在する前記個人が前記登録された個人
のみである場合、前記照明装置により受信可能な前記起動信号は、前記照明装置をオフ状
態に起動するように構成されている、方法。
【請求項７】
　照明装置を操作するためのシステムであって、前記システムは、一つの環境内に配置さ
れた照明装置及び視覚補助装置を有し、
　前記視覚補助装置は、
　　１又は複数のプロセッサと通信可能に接続される１又は複数の感知装置であって、少
なくとも１つの感知装置は、前記環境に対応する照明データ及び前記環境内の１又は複数
の個人の存在に対応する存在データを取得する、感知装置と、
　　前記１又は複数のプロセッサと通信可能に接続される１又は複数のメモリモジュール
と、
　　前記１又は複数のメモリモジュール内に記憶される機械可読命令であって、前記１又
は複数のプロセッサにより実行されたとき、前記１又は複数のプロセッサに、
　　　前記環境に対応する前記照明データであって、前記１又は複数の感知装置により取
得される照明データを受信させ、
　　　前記照明データに基づいて、前記環境の照明状態を判定させ、
　　　前記１又は複数の感知装置により取得される存在データを取得させ、
　　　前記存在データに基づいて、前記環境内に存在する個人の数を判定させ、且つ、
　　　前記環境の前記照明状態並びに前記環境内にいる前記視覚補助装置と関連する登録
された個人及び１又は複数の追加的な個人の両方の存在に基づいて前記照明装置を起動す
るために、前記照明装置により受信可能な起動信号を生成させる、
　　機械可読命令と、
　を有する、システム。
【請求項８】
　請求項７に記載のシステムであって、前記環境の前記照明状態は、暗い照明状態又は明
るい照明状態を有し、前記環境の前記暗い照明状態及び前記明るい照明状態は、照明閾値
により区別される、システム。
【請求項９】
　請求項８に記載のシステムであって、前記環境の前記照明状態が前記暗い照明状態を有
し、且つ、２又は複数の個人が前記環境内に存在する場合、前記起動信号は、前記照明装
置をオン状態に起動するために前記照明装置により受信可能である、システム。
【請求項１０】
　請求項８に記載のシステムであって、前記１又は複数のプロセッサは、前記照明状態を
、１又は複数のメモリモジュールの照明嗜好ライブラリに記憶される１又は複数の照明嗜
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好と比較し、且つ、前記１又は複数の照明嗜好に基づいて、前記照明装置を起動するため
に前記照明装置により受信可能な起動信号を生成する、システム。
【請求項１１】
　請求項７に記載のシステムであって、少なくとも１つの感知装置は、照明データを取得
するように構成された視覚センサを有し、
　前記視覚センサは、前記環境内の１又は複数の個人の前記存在に関する前記存在データ
を取得するように構成された前記視覚センサであり、且つ、前記存在データは、１又は複
数の個人の画像を有する、システム。
【請求項１２】
　請求項７に記載のシステムであって、少なくとも１つのセンサは、前記環境に関する前
記存在データを受信するように構成されたマイクロフォンを有し、前記存在データは、前
記環境内の１又は複数の個人の前記存在に関する聴覚データを有する、システム。
【請求項１３】
　請求項７に記載のシステムであって、１又は複数のプロセッサに通信可能に接続され、
且つ、前記環境の前記照明状態に対応するフィードバックを提供するように構成された１
又は複数のフィードバック装置をさらに有する、システム。
【請求項１４】
　照明装置を操作するためのシステムであって、
　一つの環境内に配置された照明装置であって、オン状態及びオフ状態の間で起動可能で
ある前記照明装置と、ウェアラブル視覚補助装置と、を有し、
　ウェアラブル視覚補助装置は、
　　前記環境に対応する照明データを取得するための照明センサであって、前記１又は複
数のプロセッサに通信可能に接続される前記視覚センサと、
　　前記環境に対応する聴覚データを取得するためのマイクロフォンであって、前記１又
は複数のプロセッサに通信可能に接続される前記マイクロフォンと、
　　前記１又は複数のプロセッサに通信可能に接続される１又は複数のメモリモジュール
と、
　　前記１又は複数のメモリモジュール内に記憶される機械可読命令であって、前記１又
は複数のプロセッサにより実行されるとき、前記１又は複数のプロセッサに、
　　　前記視覚センサにより取得される照明データを受信させ、
　　　暗い照明状態又は明るい照明状態を有する前記照明状態であって、前記照明データ
に基づいて、前記環境の照明状態を判定させ、
　　　前記マイクロフォンにより取得される聴覚データを受信させ、
　　　前記聴覚データに基づいて、前記環境内に存在する個人の数を判定させ、且つ、
　　　前記環境が前記暗い照明状態であり且つ登録された個人及び１又は複数の追加的な
個人の両方が前記環境内に存在する場合、前記照明装置を前記オン状態に起動するために
、前記照明装置により受信可能な起動信号を生成させる、
　　機械可読命令と、
　を有する、システム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のシステムであって、前記１又は複数のプロセッサに通信可能に接続
され、前記環境の前記照明状態に対応するフィードバックを提供するように構成された１
又は複数のフィードバック装置をさらに有する、システム。
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